第十五課　友好のために
単語
注目

注目;注视
　 他の人の注目を浴びる
望む

①眺望

ここからはダムが望まれる

②希望,愿望,期望;

幸福を望む　

③仰望
先人の風を望む 

語る

①谈,讲,讲述.

 物語を語る

②说唱
浄瑠璃を語る.
関連慣用語：語るに落ちる 不打自招

語るに足る 值得一谈.

　 　　　　　語るに足りない／不值一提;不足道.
和む

①（表情）稳静,温柔,平静下来;

心が和む. 
②（気候）温和,缓和.
緊張した雰囲気が和む
興醒める

  　（感觉）扫兴
興ざめた心持ち
改める

①改变
　 　規則を改める.

②修改,革新.

　 　教科書の内容を改める

③改正

　 　悪いくせを改める.

④检,查,验.

　 　切符を改める　 
惜しむ

   ①舍不得.

　  金を惜しむ　 

②惋惜
　  別れを惜しむ

③爱惜,珍惜.

　  時間を惜しむ
手配

①筹备,安排.

　 食事の手配をする

　 ②〔犯人逮捕〕部署.

　 指名手配／指名通缉　 手配写真／通缉照片.

　 
文法（加粗 字体3号）
1.名词“延べ”
　　“延べ”表示同一东西无论重复几次，每次都作一次计算的合计数。用于表示多次分别计算的总和。相当于汉语的“总计……”，“累计……”。
△参観者は延べ10万人を超えた／参观者总共超过了十万人次.　
　△ここからそこまで延べ三十キロになっています。／从这到那总计30公里。
2、接尾词“役”　
　　“役”除了作为一个的词表示职务、角色等以外，还能作为接尾词，和其他名词构成一个名词。如:

　△相談役／商量对象，顾问
　△世話役／联系人，召集人
　△主人役／主人公,主角

　△相手役／对手
　△案内役／向导，导游　　　
 3、～っこない
　

 “っこない”接在动词连用形后面，强调否定语气，等于“～することがない” 。“っこない”只用于口语。
　△いくら彼に聞いても、答えっこないよ／无论怎么问他，他也不回答。
　△毎日六時間で練習できっこないよ／每天练习6个小时，根本做不到。
4、接尾词“ながら”　
“ながら”主要接在体言后面，常用“～ながら” “～ながらに” “～ながらの”的形式，表示在保持事物原有状态下进行动作或评述问题。
　△これは昔ながらの製法で造っている／这个用传统制法制造的。
　△彼は涙ながらに自分の経歴を語った／他流着泪讲述自己的经历。
5、～間際に

　　接在名词(の)、动词连体形后面，表示“正要……的时候”“快要……之前”。
　△時間になる間際に彼女がついに出てきた／时间快到的时候她终于出现了。
　

　△授業が始まる間際になっても、彼が出なかった／眼看着就要上课了，可
　　是他还没影儿呢。 

6、ぐらいなら～の方がいい

“ぐらい”是副助词，表示程度，“なら”表示假定。这个句型用于比较两件事，其中的一方虽然不尽人意，但还是强似另一方，相当于汉语的“与其……不如……(好) ” “假如……，那还不如……(好) ” 。“よい”也可以改换成“いい” “ましだ”。 “ぐらい”前接动词、助动词连体形。
　△君が行かせるぐらいなら、僕が自分で行ったほうがいい／与其让你去，还
　　不如我自己亲自去一趟好。
　△時間を無駄になるぐらいなら、急いで練習するほうがよっぽどいいよ／与其浪费时间还不如立马开始练习。
　
7、词语“もてあます” 

　　表示苦于难以处理、不好打发。
　△暇をもてあます／不知如何打发时间，闲得发慌。
　△体をもてあます／无事可做，闲得慌。
　
８、“～よ（う）ではないか”表示提议　
　

　　接在活用词的未然形后面，含有征求对方同意、劝诱的语气。这种表达方式因采取的是询问的形式，所以表达婉转，不给人以强制性感觉。语言重点在提议的本身。大多用于提议众多人共同行为的场合。一般用于书面语。这种表达方式多用于男性，女性多用“～ましょう”来表示提议。
　△食事の後、一緒に歌を歌おうではないですか／一起唱歌吧。

　△今すぐ練習を始めようじゃないか／现在马上开始练习怎么样?

９、词语“あっけにとられる”
“あっけ（呆気）”表示惊愕、发愣，只和“取られる”一起使用，表示因遇上意外的事而惊呆了。
　　△みんなはあっけに取られて、口もきけなかった／大家都目瞪口呆地说不出话来。
△最終結果を見て、社員たちは呆気に取られてしまった／看到最终结果，职员们都惊呆了。
10、感叹词“いざ”　
　　“いざ”表示两种含义。一是用于表示催促、劝诱别人，或自己决心做某一动作时，类似“さあ”;另一是表示“紧要关头” “最后时刻”，类似“いよいよ”。另外，和“いざ”构成的常用惯用词组有: “いざ知らず(姑且不谈不得而知)” “いざという時(紧急时)” “いざとなれば(一旦发生情况)”等。

　△いざ、始まりましょう／好吧，我们开始吧。
　△いざとなれば、あわてる／一旦有紧急事态发生就慌神了。
前文
　一九九二年は中国最初の友好観光年であった。一九九一年、海外からの観光客は延べ四百七十万人に達し、過去最高のマークした。その中では、日本人観光客は一番多く、延べ六十万人を超えた。
　外国の観光客にとって、中国はたいへん魅力のある観光地である。九百六十万平方キロという広大な土地に、すばらしい風景や文化遺跡がたくさんある。さらに改革·開放以来の新しい変化もみごとなものである。中国では、観光資源が豊かであるばかりでなく、観光環境もたえず改善されつつある。

　友好観光年のために豊富多彩な観光プログラムが用意された。例えば、観光客のニーズに応じて設けられた、テーマ別の観光コースや民族色豊かなフェスティバルなどがとくに注目されている。友好観光年というネーミングでも分かるように、この大規模な観光活動の目的は何よりも中国と外国との友情を深めることである。古い友人同士の友情をさらに深め、より多くの新しい友人をつくりたいと、みんなは心から望んでいる。

会話

　（座談会）

　　　　　　 

司会　今年は友好観光年で、新年の鐘が鳴ると、さっそく観光客の第一陣が降り立ちましたね。
王　　そうですね。われわれの仕事は忙しいほど張り合いがあります。お客

　　　さんが大勢来てくれるわけですから。
司会　ガイドは民間大使だといわれます。みなさんは中国と日本との民間交流に貢献なさってるわけですね。きょうは民間交流の経験を大いに語っていただきたいと思います。　
　　

張　　いつもは通訳ばかりやってましてね。記者から取材されるなんてことはめったにないから、もちろんしゃべらせてもらいますよ。
司会　では、始めにガイドという仕事についてちょっと。
李　　ぼくはこの仕事が気に入ってるんです。
司会　みなさんが今の仕事に就いた動機は？
馬　　ぼくは大学を卒業して旅行社の日本語ガイドに就職配分されたのです。自分から選んだわけじゃなかったんですけど、だんだん好きになってね、今ではすっかり気に入ってるんですよ。
唐　　ぼくはちょっと違います。中国と日本は文化も歴史も深い関係があるから、中日両国人民の友好を深める仕事をやろうと、日本語学校を卒業したらすぐ寧波旅行社につとめたんです。
司会　平和と友好の掛け橋役として、みなさんはどうやっていいサービスを

　　　提供しているか、苦心談をざっくばらんにひとつ。
王　　劉さんは名ガイドの一人ですよ。まず劉さんから、どう？
劉　　いやいや、どういたしまして。仕事柄でしてね、ガイドである以上、表現技術を磨くのはあたりまえと思ってるだけです。例えば、同僚の曲さんは「私は曲と申します。苗字は曲ですが、人間は曲がってません。まっすぐです。」とやります。お客さんはいっぺんに気持ちがなごんで、たちまち親近感をもってくれます。 　　　

司会　みなさんことばの面ではいろいろ経験があるそうですね。
呉　　ガイドはことばの商売ですから、それがしっかりしてないと、　いいサービスはできっこない。仕事を始めた当初はエビ料理をヘビ料理といいまちがえたりして興ざめさせたし、長城では「右側は老人コース、左側は若者コースです」と注意するんですが、お年寄りたちが苦笑いしているのに気がついてね、「熟年コース」と改めたら、お客さんがにっこりしてくれました。ちょっとしたことばの問題ですね。
周　　中国も日本も漢字を使いますが、使い方はずいぶんちがってるから、気をつけないと笑い話になってしまいますね。例えば、中国では「賢妻良母」、日本では「良妻賢母」でしょう。
司会　みなさんは友好の種をまく、平和の花を咲かせる、いわば畑を耕す人ですね。友好に尽力なさっていれば、お客さんからお返しをいただくこともおありでしょう　。
王　　ぼくは日本訪問に行った時、以前接待した友人が電話をくれたり、会いに来てくれましたよ。おばあさんが遠くからわざわざ訪ねてきて案内してくれたりね。帰国する日には、みなさん集まって、涙ながらに別れを惜しんでくれて…
陳　　ぼくは日本へ行った時、友好協会の会長さんなどが来てくださったし、以前接待した子供たちまでが歓迎に集まってくれました。みんな大きくなっちゃってね。帰国してから、子供たち全員の名前でプレゼントが届いたんです。テープ一本。日本ではやってる歌だろうと思って、聞いてみたら一言ずつ子供たちの声がはいっていました。みんな中国と陳さんをなつかしがってて、元気でいてくださいって言ってるんですよ。男は泣くもんじゃないが、この時は録音を聞きながら、ぼくも涙がとまらなかったですよ…
司会　いや、面白いお話をいろいろありがとうございました。おうかがいしてるときりがありませんが、今日はひとまずこの辺で。 

